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７月１５日（火）10：00から道路美化・清掃活動ボラ
ンティアを、 １７社２４名が参加し、猛暑の中、熱中症
対策に留意し、元気に開催しました。ご参加の皆様、
お疲れ様でした。
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沖縄支部 支
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建設現場の熱中症対策
先嶋建設株式会社

代表取締役社長 黒島 一洋

会員だより

座波建設株式会社
代表取締役 座波 博政

会員の皆様こんにちは。
先日の6/18 (水)～21(土)に幕張メッセ
で行われた
【国際 建設・測量展 CSPI-EXPO2025】
に参加した感想をお話ししたいと思います。
今年は昨年よりもCSPI展への来場者数
が多く、３日間で47,294人が来場されたと
いう発表もあり、建設業界からも大変注目さ
れています。
今回の展示会で非常に出店が多いと感じ
たのはAI関係です。私自身も、土木業界で
DXを考えるなら今後AI関係は外せないと思
います。AIが注目されている理由の一つは、
今までできないと思われていたような仕組み
や技術が、AIが発展してきたことで既存の技
術と組み合わせられるようになったからです。

（一社）日本道路建設業協会沖縄支部の令和7
年度第22回安全講習会が7月３１日、浦添市産業
振興センター・結の街において実施されました。
冒頭、勝連安全委員会委員長から「今一度、認
識を新たに安全管理の原点に立ち返り、それぞれ
の立場を自覚し、ゼロ災害、ゼロ疾病の目標に向
かって邁進してほしい」との挨拶がありました。
講習会の第１講義では（一社）労働安全衛生コ
ンサルタント会沖縄支部の管原 稔氏が「送検事
例から学ぶ元請責任」と題し、
① 機械・設備の計画責任及び指導責任について
② 偽装請負責任について
③ 刑法の幇助犯責任について
④ 注文者責任について
第２講義では沖縄労働局労働基準部健康安全
課長の矢吹 陽子氏が「労働災害発生状況及び
災害防止対策について」と題して
① 労働災害発生状況について
② 災害防止対策について
第３講義は沖縄総合事務局開発建設部品質確
保対策室 技術検査官の田場 典昭氏が「沖縄総
合事務局開発建設部（建設系）における令和６年
度の事故の状況について」と題し
① 事故の定義
② 事故の発生状況
③ 事故が発生した場合の措置
④ 過年度に発生した事故事例
⑤ まとめ
について各々講義され、講習会終了後にCPDS
「4ユニット」受講証が交付されました。

令和令和４

活動報告・トピックス部だより 今月(８月）の予定

例えばCADソフトにAIを組み合わせて入力
を補完しますとか、ドローンの操縦をAI が操
作しますというものが見受けられました。社内
DXを進めるにあたり、AIは選択肢の１つとして
毛嫌いせず考慮すべきだと思います。しかし、
デジタル化が進むにつれて懸念すべき点もあ
り、それは機械に頼りすぎることです。
どんなプロダクトも言えることですが、急に

完璧なものを作ることはできません。どの分野
でも自動化など
が叫ばれています
が、最後は人間が
目で見て、正しい
結果なのか確認
することが大切だ
と実感しました。

【国際建設・測量展 ＣＳＰＩ-EXPO2025】 

【土木部長 宜保 博之】

第２２回安全講習会を開催

が安く設定しているので、作業終了時の帰宅
時におみやげを2本買って帰ったりします。大
変ありがたいです。」などの意見がありました。
また、隣接工区の作業員や一般の方々か
らも「購入しても良いですか？」と問いかけが
あり、快くたくさん購入していただけるよう勧
めることで、建設業のイメージアップにもつな
がるのではと感じました。

【土木部次長：城間 耕司】

私が見た建設業界における
AI(人工知能）

第２２７回道路美化・清掃活動

艇庫建築工事

勝連委員長挨拶 管原講師
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黒島副委員長

（司会）

安全講習会の模様

田場講師

会員の皆様、毎日暑い中ご苦労さまです。
令和7年6月1日より熱中症対策が義務化さ
れ、各現場は熱中症対策に頭を悩ませている
ところかと存じます。
我が社では、現在施工中の現場にて「熱中
症対策型自動販売機」を導入いたしました。
通常価格「170円」のスポーツドリンクを1コ
イン「100円」とし、適度な水分・ミネラル・糖
質の補給を促進できればと考え、差額負担分
を環境改善費とする取り組みで、少しでも熱
中症対策の一助になればと施行いたしました。
設置してみたところ、意外と作業員に好評
で、「毎日、水筒（2リットル）を持参し、水分を
補給しながら作業しているが、水分補給の合
間にスポーツドリンクを補給するのが、体感的
に熱中症対策に効果があります。また、価格

次回は８月１９日です。
宜しくお願い致します。
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